
青森刑務所 × 青森市

「伝統工芸を守り，その粘り強い作業を社会復帰の一助に」

タンブラーを採用・登録し、このよ
うなきっかけをくださった青森市へ、
青森刑務所から感謝状贈呈式を行いま
した（上記写真）。青森市長（左から
３番目）からは、「素晴らしい作品で
すね。」というお言葉をいただきまし
た。

津軽塗という文化、そして青森市と
ともに、刑務所が歩んでいる取組です。

この取り組みは、加工の難しさや経
済的な理由によって担い手が減少して
いる津軽塗を、刑務作業を通じて世の
中に残していきたいという思いから始
まりました。

青森刑務所では、２０年以上前から

“この地ならでは”の伝統工芸品である
津軽塗製品を刑務所作業製品として製
作しています。

津軽塗は、塗り・研ぎ・磨きを繰り

返し、長い工程を経て完成します。

その工程は、高い技術が必要である
とともに、非常に根気を要するもので
す。作り手となる受刑者は、その製作
過程でたくさんの困難を経験し、心が
折れそうになる者もいます。

けれど受刑者は、刑務官たちに支え
られながらそうした困難を乗り越え、
粘り強く作業を続けていきます。

その中で培われる粘り強さや、目の
前の困難から逃げずに前に進むことは、
受刑者が社会復帰をする際に大切な力
のひとつになります。

令和２年４月、青森刑務所で製作し

た「津軽塗螺鈿タンブラー」が青森市
のふるさと応援寄付金制度の返礼品と
して採用・登録されました。

刑務所作業製品を返礼品として採用
していただけたことは、作り手となる
受刑者が、刑務所の中にいても社会と
のつながりを感じる大きなきっかけと
なりました。

※返礼品として登録されているのは黒色タンブラー（中）のみ
（それ以外の色については、刑務所作業製品として

購入することができます。）


